
































































































































































● ● ● 2
● ● ● ● ● ●
● 8
Ⅳ-1-2(1日)留学生カテゴリー 男1プログラム実施体制
○ ○ 皇加募蓼 ○ ○
○ 〇
○ ○ 募集 ○ ○




































































: (カテゴリー 内訳) 日本語研修生 30名
:           短期留学生 40名






















点を明らかにして、各観点に関して点検を行 う (Ⅱ)。 最後に、本センターの日本語教
育活動をめぐる制度的な制約条件に関して検討する (Ⅲ)。



































ス (Jl科日十選択科日)、 ②OUSSEP日本語コース (JA科日)、 ③従来の「日本語補講J




































































































































































































































































評価者 : 牧 野 成 一







































教授、教授レベルの7名の教員は、それぞれ、東南アジアの比較政治学 (1名)、 第2言語習得理論 (2名)、























































|」αραんjη JαραんfA助んごbοοんo/24pprοαCんθs tO rθαθんjηg αbο
“
ι JαραE ιο焔 ん^ JしραんθSθ
Stしごθんιs CRichard Bowring&Noel J.Pinnington編集)を九州大学出版会から2002年に出している。阪
大でも一度ワークショップをしたようであるが、本書はおおいに参考になるのではないかと思われる。
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まとめ                       '
今回の二日間の評価活動で気のついた主要な点を記述、報告してみた。その殆どは改善点を示唆したもの
である。評価の重点は「専門日本語」志向をどうやってより実質的にしていくかの示唆をしたわけではある
が、短期間の観察とコミュニケーションのために、筆者が誤解している点、曲解している点も多々あるだろ
うと恐れる。
最後に筆者に評価活動の機会を与えてくださつた橋本国出男理事、そして協力をしていただいた三牧陽子
教授、西口光一教授、村岡貴子教授、難波康治助教授、大谷晋也助教授、西村謙一助教授、吉村裕美講師の
7名の先生方へ心からお礼を申し上げたい。
最初に書いたように、複雑な新カリキュラムが基本的に正しい路線に乗っていることを高く評価するとと
もに、大阪大学留学生センターの益々のご発展を祈る。
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